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Abstract: The inspection database is used to identify pedestrian bridges near public elementary schools that are designated as evacuation 

facility in Saitama Prefecture in this paper. The current state of inspection of pedestrian bridges that should be prioritised for 

maintenance and repair is then identified. 

 

１．はじめに 

我が国は，1960 年代以降の高度経済成長期に，生活

の利便性や質の向上を目指した社会インフラ整備が加

速した[1]．横断歩道橋（以下，歩道橋と称す）も老朽化

が進行しており，維持管理の継続が困難との理由から

撤去事例が増加している[2]．しかし，小学校付近の歩道

橋については，平時は通学路として日常で使用され，

発災時に被災すると歩道橋下の通行に影響を及ぼすこ

とが想定されるため，適切な維持管理・補修が望まれ

る．道路施設の点検は 2019 年度より 2 巡目に入り，点

検結果や診断等のデータベース整備が進んでおり[3]，

データベースの活用が期待されている．そこで，維持

管理・補修を優先すべき歩道橋の点検現状を把握する

ことを目的として，本研究ではデータベースの活用事

例として，埼玉県の避難施設に指定されている公立小

学校の近傍に立地する歩道橋を抽出し，点検判定区分

の変遷について調査した． 

２．使用データ 

本研究では GIS を用いて分析を行う．ベースマップ

には，国土数値情報ダウンロードサイト[4]の行政区域

を用いた． 

(1)横断歩道橋： 全国道路施設点検データベース[5]か

ら歩道橋に関するデータ（施設区分，施設名称，路線，

管理者，所在地，点検判定区分など）を 2023 年 8 月 28

日 11 時～16 時に一括ダウンロードしたものを使用し

た．得られた歩道橋数は全国 11840 橋であり，そのう

ち跨線橋は 549 橋，跨線橋以外は 11291 橋である（ペ

デストリアンデッキを除く）．本稿では Figure1 に示す

ように，埼玉県に立地する歩道橋 445 橋について分析 

する．埼玉県の歩道橋について，管理区分ごとの点検

結果の割合を Figure2 に示す．なお管理区分は国，県，

市町村に分けられるが，国が管理する歩道橋は埼玉県 
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Figure3.  Public elementary  schools  designated as 

evacuation facility in Saitama Prefecture 

 

Figure1. Pedestrian Bridges in Saitama Prefecture 

Figure2. Judgement classification of pedestrian bridge 

inspection 
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内には 1 橋のみである．市町村では判定区分Ⅲの割合

が 18%と県よりも高い． 

(2)避難施設に指定された公立小学校： 国土数値情報

が提供している平成24年度版避難施設データ[4]を2023

年 9 月 8 日 11 時にダウンロードし，避難施設に指定さ

れている公立小学校を抽出した．Figure3 に示す埼玉県

内の避難施設 3691 件のうち，公立小学校は 785 件であ

る． 

３．避難施設に指定された公立小学校近傍の歩道橋 

Figure4 に示すように，公立小学校から半径 500m の

バッファ内に含まれる歩道橋を抽出した．その結果と

して得られた 262 橋の分布を Figure5 に示す．この 262

橋の点検判定区分を管理区分に対応させて Figure6 に

示す．判定区分Ⅲの割合は，県（14%）よりも市町村

（18%）の方が高く，Figure2 と同様の傾向であった．

さらに市町村管理の歩道橋について，1 巡目と 2 巡目

の点検結果を比較した結果を Table1 に示す．青枠で示

す，1 巡目の判定区分がⅢの場合に着目すると，2 巡目

でⅠは 2 橋，Ⅱは 2 橋であり，これらは 1 巡目の点検

後 5 年以内に修復が行われた例といえる．赤枠は 1 巡

目と同じあるいは状態が悪化してⅢと判定された歩道

橋数である．11 橋が該当したが，そのうち括弧内の小

学校付近の歩道橋数では 8 橋該当した． 

４．おわりに 

データベースに掲載された横断歩道橋のうち，埼玉

県内で避難施設に指定された公立小学校付近にある横

断歩道橋を抽出し，点検結果と措置の状況について調

査を実施した．得られた知見を以下に示す．1)対象とし

た 262 橋のうち，約 6%に相当する市町村管理の 17 橋

が判定区分Ⅲもしくは不明であった．2)1 巡目がⅢの場

合，2 巡目で不明は 10 橋あった．これは 1 巡目の点検

結果が悪かったにもかかわらず，修復もしくは 2 巡目

の点検が行われていない事例が確認できた．  
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Figure6. Judgement classification of pedestrian bridges within 

500m of the school 

Figure4. Pedestrian bridges near public elementary school 

Figure5.  Pedestrian  bridges within 500m of public elementary 

schools 

Table1. Correspondence between the results of the first and 

second inspections of pedestrian bridges 
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